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　２月 17 日 ( 月 ) ～ 18 日 ( 火 ) の 2 日間、新潟県糸魚川市のホテル国富アネックス会議室で、第 12 回日本
ジオパークネットワーク中部ブロック大会が開催されました。
　当日は、開催地の糸魚川ジオパーク協議会の会長米田徹市長をはじめ、事務局関係者、ガイドの会のみな
さん約３０名が迎えてくださいました。アドバイザーとして橋詰潤 JGC 委員、菅原久誠 JGC 委員、古澤加奈
JGN 事務局長が参加され、参加者は、立山黒部から４名、白山手取川から４名、伊豆半島から３名、南アル
プスから３名、恐竜渓谷ふくい勝山から２名、苗場山麓から５名、やまなし上野原から６名、佐渡から３名
の計３０名が参加しました。 【17 日の日程】

13:30　開会式　主催者挨拶、オリエンテーション
13:45　地域発表　糸魚川ＧＰ、佐渡ＧＰ、
　　　　　　　　  恐竜渓谷ふくい勝山ＧＰ
14:50　パネルディスカッション「審査の経験談」
16:00　グループワーク①　
　　　　「大会テーマについてブレインストーミング」
17:30　事務局長会議
18:30　交流会

【18 日の日程】
  9:05　グループワーク②　「課題の整理」
10:30　グループワーク③　「理想的な審査に向けて」
13:00　グループワーク④　「発表」
14:00　閉会式

　大会のテーマは、「認定審査の問題点　～ジオ
パーク活動の充実と発展に向けて～」でした。グ
ループワークでは、(1) イエローカードは必要？指
摘でよいのでは？　(2) 審査で調査員と本音で話せ
ないのはなぜ？　(3) 地方自治体でジオパークはで
きない？　(4) イエローカードの理由の品質や基
準ってなに？　(5) これはダメ、これは絶対必要な
どの基準を作れる？　の５つの課題からグループ
ごとに１つを選び、段階的にじっくりと時間をか
けて話し合いました。認定審査の問題点について
話し合うことは、審査結果について不満をぶつけ
あうのではないかとの心配もありましたが、アド
バイザーから調査や審査の際のご苦労や工夫を聞
かせていただいたことから、各グループはより良
い審査が行われるための課題を明確にし、具体的
な解決策を真剣に話し合うことができました。
　また、交流会では、様々な話題で盛り上がりま
した。特に、初参加で今年日本ジオパーク認定を
目指している「やまなし上野原ジオパーク構想」のメンバーは、和気あいあいながら真
剣に耳を傾けておられました。交流会の最後には、来年度の開催地である立山黒部ジオ
パーク協会の今堀事務局長が「立山黒部でお待ちしております！」と挨拶を述べました。
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■ 第 12回日本ジオパークネットワーク中部ブロック糸魚川大会 が
　 開催されしました！



　

  

　気候変動に対して、その緩和や適応の取り組みは、地球温暖化を抑制して持続可能な社会構築のために大切な活動で
す。この取り組みは、「誰かが」ではなく、「みんなが」日々の生活において、少しずつ実践する必要があります。立山
黒部ジオパーク協会は、この活動の推進者でありたいと考えております。今号では、「魚津市地球温暖化対策実行計画（概
要版）」をご紹介します。

　

身近な気候変動の緩和・適応の取り組みを実践しましょう！



　　

富山市科学博物館

　

魚津埋没林博物館

黒部市吉田科学館

   富山をはじめ、世界各地において星空と風景を一体
として写し撮り、星空を見上げたときの感動を表現した
美しい「星景写真」を展示します。
　　と　き　３月15日（土）～５月18日（日）
　　場　所　２階特別展示室
　　その他　観覧料のみ必要（高校生以下無料）

   富山県ナチュラリスト協会写真展
富山県自然解説員が撮影した富山の自然に
関する写真を展示します。
　自然との一瞬の出会いを写した作品は
もちろん、撮影者の想いがこもったコメント
も必見です。
期　間　3月1日（土） ～ 3月30日（日）
場　所　展示室、回廊

★ 拠点施設のイベント等のお知らせ



　舟橋村の白岩川流域には、竹内天神堂古墳、清水堂大塚古墳
等が位置しています。立山町の稚児塚古墳は白岩川流域古墳群
6 基の 1 つです。これらの古墳は 5 世紀前半に相次いで成立し
たとみられており、白岩川の蛇行域に発達し湖沼の展開域に配
置されています。その中でも稚児塚古墳は円墳で 3 段築成、直
径 46ｍ、高さ 7.2ｍ、周囲には幅約 13ｍ、深さ 1.4ｍに周濠が
巡っています。墳丘は、人頭大の葺石でおおわれており、葺石
を有する古墳は県内唯一です。盛土の中からは、緑色凝灰岩性
の菅玉が出土していることも含めて、新川平野の耕地開発や生
産に貢献した有力者が葬られていたのではないかと考えられて
います。
　稚児塚は、立山黒部ジオパークの文化サイトに登録されてい
ます。

　　

立山黒部ジオパーク協会では、富山県東部地域の魅力
を世界へ発信するために、民間活力を活かしたジオ
パーク活動を行っています。私たちの活動を支援して
くださる方、手助けをして下さる方をお待ちしていま
す。ジオパークの活動に興味のある方は、立山黒部ジ
オパーク協会　（076-431-2089）までお問い合わせく
ださい。

　今年の冬は、立春を過ぎてから 10年に一度級の寒波が二度
やってきました。「10年に一度が二度やってきた」って何か変
な気がします。寒波と言えば、よく天気予報で「雪が断続的に
降り続きます」と言っているのを聞きますが、「断続的に続く」
よりも「雪が降ったり止んだりの状態が続きます」の方がよい
のではないかといつも思います。糸魚川で降ったり止んだりす
る雪を見ながら、こんな雑談を JGN中部ブロック大会に来ら
れていた太平洋側の方々にお話したら、天気予報で「断続的
に・・・」と言っている意味がやっと分かりましたと喜んでも
らいました。

https://tatekuro.jp/enjoy/pointDetail.php?id=97

■　たてくろ見どころ紹介コーナー

〈編集後記〉

　稚児塚（上市川・白岩川エリア）　ー 白岩川の蛇行域に発達し湖沼の展開域に配置 ー   


